
　平成29年5月29日から、全国の法務局において各種相続手続きに利用することができる

「法定相続情報証明制度」が始まりました。

相続は誰にでも起こり得ることであり、相続が発生した際に相続人は不動産登記の名義変更や

預貯金の解約等の手続きを行う必要があります。これらの手続きを行う場合に、今までは

被相続人の戸籍謄本等を取り寄せ、その束を整理して法務局や金融機関等に提出しており

ました。

　今回の「法定相続情報証明制度」は、相続が発生した場合に誰が法定相続人かがわかる

法定相続情報一覧図を法務局に認証してもらう制度です。不動産だけでなく、金融機関や

保険会社等各種相続手続きにおいて法定相続情報一覧図の利用により相続の手続きが

従来より円滑に行えるようになります。但し、戸籍謄本等の収集は、今まで通り相続人

もしくは代理人が行わなければなりません。

○手続きの流れ

① 戸除籍謄本等を収集する。

② 収集した戸籍謄本等をもとに法定相続人が分かる一覧図を作成する。

③ 申請書を記載し、①・②の書類を添付して法務局に提出する。

　　 ④ 法務局において提出された書類を確認し、法定相続情報一覧図を保管。

⑤ 認証文付き法定相続情報一覧図の写しを交付する。

戸除籍謄本等は返却されます。

※ 法定相続情報一覧図交付に際しての手数料は、かかりません。

また、法定相続情報一覧図は法務局で５年間保管されますので、

この間は、一覧図の再交付することが可能です。

⑥ 相続人は、一覧図を用いて各種の相続手続きを行うことができます。

※ 遺産分割協議書や放棄の書類は別途必要になります。

※ この制度は義務づけられるわけではないので、これまでどおり戸籍の

束で相続手続きを行うことができます。

※ その他詳細については法務省のHPをご参照下さい。
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ひとくちメモ

よく、旧暦という言葉を耳にしますが、新暦との違いをご存じですか？

○旧暦とは・・太陰太陽暦で月の満ち欠けと太陽の運行を組み合わせた暦法です。
新月から新月までの周期が29.5日のため1年が354日。1ヶ月分
のズレが生じた時に閏月(うるうづき)を設けて調整していました。

○新暦とは・・太陽暦で地球が太陽を１周するのにかかる時間を1年とします。
１周するのにかかる時間が365.24219日のため、このズレを
調整するのに4年に1度閏年(うるうどし)があります。

明治5年に旧暦から新暦に改暦され、約１～2ヶ月のズレがあります。
現在では、新暦で行事を行うことが多くなりましたが、旧暦で行うのが一般的な
行事もたくさんあります。
例えば、七夕は7月7日ですが、仙台やいわきでも七夕祭りは8月6～8日に

行われているのは古くからの風習であり旧暦をもとにしているのでしょうね。


